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員会は 2009 月 9 月より全国各地で公聴会を開催し，法
案づくりに取り組む。こうした一連の過程を経て同法
















福祉法」第 36 条に基づく。 





祉法」第 66 条に基づく。 











































































3 名当たり保育士 1 名を配置し，障害児数が 3 名を超
過するたびに保育士 1 名ずつ増員する。障害児 9 名当
たり保育士 1 名は必ず特殊教育教師免許状保持者を配
置する。障害児統合施設は，定員の 20％以内で障害児







2017 年 12 月現在，障害児保育機関の現況は，表 1 の
ように，「障害児専門保育施設」で保育を受けている障





表 1  障害児保育施設の現況 2017.12.31 現在      （単位：箇所，名） 















施設数 178 43 104 6 24 1 
児童定員 8,568 1,783 5,556 270 941 18 








施設数 946 709 37 34 143 14 
児童定員 86,673 64,308 3,832 3,232 13,549 275 




1,455 1,108 59 66 205 4 










 2018年 1月現在，423ケ所の保育園が加入しており， 






           表 2  全国障害児統合保育園協議会 加入状況      （2018 年 1 月 2 日現在） 
地域 ソウル 京畿 仁川 釜山 済州 大田／大邱  江原 喜尚 全羅 忠清 総計 
保育施設数 182 124 33 29 25 8  5 6 3 8 423 









     表 3  2017 年事業及び活動内容 
事業及び活動名 内容 対象者 















・父母集団相談（障害児の保護者を対象に相談、聞き取りを実施）（2017 年 10 月
23 日～12 月 15 日） 
園長 13 名父母 62 名（仁川市） 
出所：全国障害児統合保育園協議会事業計画資料（2017）を基に作成 
 












































1）The United Nations Educational, Scientific and Cultural 
Organization(UNESCO).(2005).Guidelines for  
Inclusion:Ensuring Access to Education for All .The 
workshops of UNESCO . 
2）韓国の障害児保育関連法律・制度では，「インクル
ーシブ保育」を「統合保育」と表記している。そこ
で本稿でも「統合保育」を用いることにする。 
3）この節は，金 仙玉（2016）「障害者教育における
「合理的配慮」の意義と課題―韓国の現状と社会福
祉的背景―」愛知県立大学大学院人間発達学研究科
（博士論文），pp.45-48 に基づくものである。 
4）韓国ではリハビリを再活あるいは再活治療を表記し
ノート 
ている。本稿においも文脈に応じて適宜再活，再活
治療，発達再活を用いることにする。その内容は OP，
PT，ST，聴能訓練，歩行訓練，心理・行動治療，生
活適応訓練などである。 
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